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第４学年 外国語活動学習指導案 

                           場 所 ４年１組教室 

                           児 童 男１８名 女１６名 計３４名 

                           指導者 重  香 

１ 単元名 

   Unit３ I like Mondays. 好きな曜日は何かな？ 

 

２ 単元の指導構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導にあたって 

   そこで，自分の気持ちや考えを伝え合う子供を育むために，以下のような手立てをとる。 

視点１ 教科等間の『考えるための技法』の活用・発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２  

学習の系統性（学習前） 

 Unit１ 「世界のいろいろ 

な言葉であいさつをしよう」

では，好きなもの嫌いなもの

を，相手に伝わるように工夫

して話すとはどういうこと

か問い，相手の反応を見なが

ら，相手意識をもちながら対

話することを学んだ。 

  

学習の系統性（学習後） 

 Unit４「今，何時」では，自 

分の好きな時間について，尋ね 

たり答えたりして伝え合う活 

動を行う。その際，一方的に自

分の好きなものを話すのでは

なく，相手に伝わったかに意識

を向け，言葉だけでは足りない

ときに，どのような工夫をする

と相手に分かりやすく自分の

伝えたいことが伝わるのかに

ついて交流していく。 

＜深い学びの姿＞ 

 好きなものについて，

相手を意識して工夫して

伝える姿 

学習指導要領 

 学習指導要領の内容の(３)イ話す

こと【やり取り】(ウ)自分や相手の好

み及び欲しいものなどについて，簡単

な質問をしたり質問に答えたりする

活動に含まれる。 

子供の経験 

身の回りのことについて，外国語で表

現すること楽しさに触れ，「友達にも伝

えたい」「友達にも聞いてみたい」とい

う思いをもって学習を積み重ねてきた。 

子供の資質・能力 

 簡単な既習の表現を使って，友達に

伝えることができるようになってき

た。伝えることに必死で，相手に分か

りやすくという意識はもつことが難し

い。 

単元について 

 本単元は，①世界の同年代の子供たちの生活を知る

とともに，曜日の言い方や曜日を尋ねたり答えたりす

る表現に慣れ親しむこと②自分の好きな曜日につい

て，相手に配慮しながら伝え合うことをねらいとして，

単元を構成する。自分の生活を振り返り，自分の好きな

曜日とその理由を明確にすることで，相手との共通点

や相違点を知ることだけでなく，自分と友達の考えや

思いを知ることができる。一人一人の違いから，会話す

ることの楽しさを感じることができる。また，「相手に

伝えたい。」「相手のことを知りたい。」そのためには，

どうしたらよいかを考え，既習の表現や日常生活場面

と関連付けながら，表現することができると考える。 

〔国語科〕 

伝え方とこれまで学習した話すこ

と・聞くことの学習経験を関連付ける

ことで，聞き手を意識した伝え方や話

し手を意識した聞き方を考える。（ど

のように話すと伝わるのかを問う。) 

〔日常生活〕 

 朝の会や帰りのスピーチでの表現

の仕方と聞き手としての経験を関連

付けることで，相手のことを意識した

表現の仕方を考える。 

（どのように相手が反応したら伝わったこ

とが分かるのか問う。） 

〔総合的な学習の時間〕 

 「盛岡の魅力」の伝え方と，インタ

ビュー活動や調べたことのプレゼンの

仕方の経験を関連付けることで，相手

を意識した話し方について考える。（ど

のように話すと伝わるかを問う。） 

〔学習全般〕 

 聞き方と話し手としての経験を関

連付けることで，相手を意識した話し

方・聞き方について考える。（どのよう

に相手が話を聞いていると話しやす

いかを問う。） 

〔外国語科〕 

 伝え方と既習や日常生活

場面での経験を関連付ける

ことで，自分の思いが相手

に伝わっていることを意識

して伝えることができるよ

うにする。（どのように表現

すると伝わるのかを問う。) 
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視点２ 深い学びの実現に向かう単元構成 

 ・ 自分と世界の子供たち，自分と友達との生活の共通点について，「知りたい」「聞きたい」「比べた 

い」という思いをもてるように，映像を視聴する前に想像する場面を設けたり，自分の生活を振り返 

る場面を設けたりするなど，教材の提示を工夫する。 

 ・ 自分の好きなものを友達に伝えることができるようにするために，必要な語彙や簡単な表現を目的

や場面に合わせて繰り返し聞いたり，真似をしたりする場を設定する。 

 ・ 自分の好きな曜日について，「相手にどのように話したら自分のことがよく伝わるか」を考えられる

ように，友達とのやり取りを通して考える場面を設定する。 

   

視点３ 単位時間の考える活動の充実 

 ・ 単元のゴールに向かって相手と伝え合おうとする意欲をもって活動を継続し，相手のことを知りた

いという思いをもって課題設定ができるように，身近な人についてのクイズを出したり，クラスの友

達の好きな曜日ランキングなどを提示したりする。 

・ 自分の伝えたいことを伝えることができるように，「自分の伝えたいこと」「伝えるときに困ってい

ること」を考える場面を位置付ける。 

 ・ 自分のことが相手に伝わった喜びを味わい，その後のコミュニケーションにつなげようという思い

を高めるため，相手を意識したやり取りの方法を分かりやすく発表している子供の姿を価値付ける。 

 

４ 単元の指導計画 

（１）目標 

・ 世界の同年代の子供たちの生活を知り，曜日の言い方や尋ね方を知るとともに，曜日の言い方や

曜日を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。              【知識及び技能】 

・ 自分の好きな曜日について，伝えたいことを明らかにして，相手に分かるようにやり取りする。 

                               【思考力，判断力，表現力等】 

・ 相手に配慮しながら，自分の好きな曜日を伝え合おうとする。 

【学びに向かう力，人間性等】 

 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分の好きな曜日について，

簡単な表現を知り，その表現に

慣れ親しんでいる。 

自分のことを伝えるために，慣

れ親しんだ表現を用いながら，相

手に伝わるように，伝え方（声の

大きさ，アイコンタクト，ジェス

チャー）などを，工夫してやり取

りしている。 

 友達と進んで関わり，相手に

配慮しながら，質問したり答え

たりしている。 
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（３）指導計画（３時間） 

段階 主な学習活動 指導の手立て 考えるための技法 評価規準（評価方法） 

問
題
の
把
握 

第
一
次 

１ 世界の同世代の子供たちと

自分たちの生活の共通点に気

付き，曜日の言い方に慣れ親し

む。 

（１） クラスの友達の好きな曜

日に興味を持ち，好きな曜

日を尋ねる表現に触れ，課

題をもつ。 

 

 

 

（２） 世界の同年代の子供たち

の生活を知り，自分の生活

を振り返る。 

 

 

（３） 曜日の言い方や尋ね方を

知る。 

 

 

 

 

 

 

・ 単元のゴールと見通し

をもつことができるよう

に，教師が演示をし，友

達のどんなことを知りた

いかを問う。 

 

 

・ 世界の同世代の子供た

ちの生活と自分たちの生

活を比べて理解できるよ

うに，自分の放課後のく

らし方や週末の過ごし方

を振り返る場を設定す

る。 

・ 英語での曜日の言い方

が何曜日を表すのか理解

できるように，カレンダ

ーなどを提示する。 

 

 

 

 

関連付ける 

 

 

 

 

 

 

比較する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自分と世界の子 

 供の生活の違いを 

知ることができ 

る。 

【知→発言，振り返

りシート】 

・ ゆっくりはっき

りと話された際に

単語や簡単な表現

を聞いて真似てい

る。 【知→観察】 

問
題
の
追
究 
第
二
次 

２ 曜日の言い方や，何曜日が好

きかを尋ねたり答えたりする

表現に慣れ親しむ。 

（１） 映像を視聴し，登場人物

の１週間の予定を聞き，曜

日クイズに答える。 

（２） 自分の１週間の予定につ

いて，友達と曜日クイズを

出し合う。 

・ 何曜日が好きかを尋ね

たり答えたりする表現に

慣れ親しむことができる

ように，チャンツやゲー

ムを通して繰り返し表現

に触れる場を設定する。 

関連付ける 

 

 

 

・ 必要な語彙や簡

単な表現を目的や

場面に合わせて繰

り返し聞いたり，

真似をしたりして

いる。 

【知→観察】 

ま
と
め 

第
三
次 

３ 相手に伝わるように工夫し

ながら，自分の好きな曜日につ

いて話したり相手に尋ねたり

する。       （本時） 

（１） 映像を視聴し，好きな曜

日や遊びについてのやり

取りの仕方を知る。 

（２）自分の好きな曜日につい

て，友達とやり取りする。 

・ 相手に伝わるための工

夫に気付き，自分の活動

に取り入れることができ

るように，既習や日常生

活場面と関連付けながら

相手に伝えるための表現

の工夫を問う。 

・ 相手に伝えることがで

きたことや工夫に気付く

ことができるようにする

ために，視点を与えて振

り返りを促し，できるよ

うになったことを価値付

ける。 

関連付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自分のことを伝

えるために，慣れ

親しんだ表現を用

いながら，相手に

伝わるように，伝

え方を工夫してや

り取りしている。        

【思→観察，ワー

クシート】 

・ 友達と進んで関

わり，相手に配慮

しながら，質問し

たり答えたりして

いる。【態→観察】 

クラスの友達の好きなことをもっと知ろう。（曜日編） 
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５ 本時の指導計画 

（１）目標 

自分の好きな曜日について，相手に伝わるように工夫してやり取りする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

（２）評価規準 

おおむね満足 努力を要する児童への支援 

自分の好きな曜日について，「相手にどのようにし

たら自分のことがよく伝わるか」を考えて，伝えてい

る。             〔思考・判断・表現〕 

困っていることを明らかにして，分からないこと

は伝え，自信がないときは真似ができるように，教

師と声を出して，友達とやり取りすることを促す。 

（３）展開           

段階 主な学習活動・学習内容 教師の支援（◇評価） 資料等 

導
入
（
７
分
） 

１【Greeting】  

 

２【small talk】【Chants】 

前時までの表現を確認する。 

・ 自分のことを伝える抵抗感を減らして学習に臨める

ように，明るく楽しい雰囲気で挨拶をする。 

・ 前時までの基本の表現を確認するために，スモール

トークやチャンツをする。 

 

 

デジタル 

教材 

展
開
（
３
０
分
） 

３【Today’s Goal】 

 

 

 

４【Let’s Watch and Think2】 

(1)誌面のイラストを見て，登

場人物がどのような会話を

しているかを考える。 

(2)映像を視聴し，登場人物の

好きな曜日やすることにつ

いて分かったことを書く。 

 

５【Activity】 

(1)ペアで好きな曜日を聞き

合う。 

(2)相手を変えながら，ペアで

やり取りをする。 

 

・ 目的をもって学習できるように，前時までに学習し

たことを確認し，「単元のゴールに向かって本時ではど

のようなことを学んでいきたいのか」を問い，子供の

思いもとに課題を設定する。 

・ 曜日やすることについて気を付けて聞くことができ

るように，登場人物を確認し，会話の内容を想像する

よう促してから，映像を提示する。 

 

・ 自分の好きな曜日やすることについての表現が分か

るように，映像の視聴の内容を整理する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 相手を意識したやりとりの方法が自覚できるよう

に，分かりやすく発表している子供の姿を価値付ける。 

◇ 自分の好きな曜日について，相手に伝わるように工 

夫してやりとりしている。       【思→観察】 

 

 

 

 

 

デジタル

教材 

テキスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
（
８
分
） 

６【Reflection】 

・ 本時の振り返りをする。 

 ワークシート 

友達と好きな曜日を尋ね

合おう。 

手立て① 

相手に分かるように伝える方法に気付くことができるように

するために，次のような手立てをとる。 

・ 「相手につたわっているか」と問う。 

・ うまく伝え合っているペアを取り上げる。 

（声の大小，アイコンタクト，ジェスチャーなどの演示をする。） 

・ 「伝わったとき，伝わらないときには，どんな反応をしたら

よいか」問う。 

（OK，うなずき，Good, もう一度，問い返すなどの演示をする。） 

  

手立て②  

 相手に伝えることができたことや工夫に気付くことができる

ようにするために，①挑戦したことやできるようになったこと②

次に挑戦してみたいことについて振り返りを促し，できるように

なったことを価値付ける。 

 



- 5 - 

 

 


